
会
社：

本
春
闘
の
定
額
ベ
ア

だ
け
が
独
り
歩
き
を
し
て
い

る
こ
と
に
問
題
は
感
じ
て
い

る
が
細
々
と
組
合
へ
の
口
出

し
は
控
え
て
い
る
。
現
在
、

定
昇
や
ベ
ア
に
関
し
て
は
何

も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

組
合：

２
０
１
７
春
闘
は
４

年
連
続
の
ベ
ア
を
期
待
で
き

る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

特
定
の
労
組
に
だ
け
会
社
側

の
考
え
方
を
知
ら
せ
る
会
社

の
ス
タ
ン
ス
そ
の
も
の
が
強

く
残
念
で
な
ら
な
い
。

組
合：

会
社
は
、
公
平
に
対

応
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、
は
な
は

だ
、
公
平
で
あ
る
と
感
じ
ら

れ
な
い
。

組
合：

東
労
組
と
の
２
／
８

の
交
渉
で
訴
え
た
会
社
側
の

考
え
方
を
ナ
ゼ
、
全
て
の
組

合
に
、
そ
し
て
全
社
員
に
会

社
側
の
考
え
を
速
や
か
に
明

ら
か
に
し
な
か
っ
た
の
か
、

そ
の
点
が
、
会
社
の
不
誠
実

の
表
れ
だ
と
私
た
ち
は
感
じ

て
成
ら
な
い
。
会
社
の
言
う
、

公
平
や
誠
実
と
言
う
の
な
ら

ば
、
会
社
の
こ
の
間
の
対
応

に
問
題
は
無
い
の
か
。
感
じ

な
い
の
か
。

会
社：

組
合
の
言
う
考
え
は

誠
実
に
受
け
止
め
る
。
気
持

ち
の
問
題
や
配
慮
の
問
題
と

し
て
今
後
、
前
向
き
に
対
応

し
て
い
く
。
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
て
行
動
し
て
い

く
。

組
合：

本
日
（
２
／
28
）
か

ら
東
日
本
の
春
闘
の
ス
タ
ー

ト
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、

ベ
ア
が
有
る
時
は
、
定
額
ベ

ア
を
確
認
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
間
の
会
社
側
の
考
え
方

の
出
し
方
に
イ
ー
ス
ト
と
し

て
会
社
側
に
対
し
て
大
き
な

不
信
感
を
感
じ
て
い
る
。
こ

の
点
の
改
善
を
強
く
訴
え
る
。

会
社：

最
後
に
会
社
側
か
ら
、

早
期
の
合
意
を
得
た
い
旨
の

考
え
と
会
社
や
日
本
の
経
済

を
取
り
巻
く
状
況
を
簡
単
に

説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
共

性
の
強
い
企
業
と
し
て
突
出

し
た
春
闘
の
妥
結
の
配
慮
を

訴
え
た
。
今
後
と
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
を
持
っ
て
信
義
誠
実
に

交
渉
を
重
ね
合
意
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
点
に
つ
い
て

協
力
を
願
う
と
し
た
。

申
４
号
（
２
月
13
日
）

２
０
１
７
賃
金引

き
上
げ
の
要
求

１
．
賃
金
引
き
上
げ
等
に
つ

い
て

(

１)

定
期
昇
給
を
実
施
す
る

こ
と
。

(

２)

２
０
１
７
年
４
月
１
日

の
定
期
昇
給
後
の
基
準
内
賃

金
を
、
一
人
平
均
３
，
０
０

０
円
引
き
上
げ
る
こ
と
。

(

３)

エ
ル
ダ
ー
社
員
及
び
契

約
社
員
に
つ
い
て
も
、
社
員

に
準
じ
て
賃
金
を
引
き
上
げ

る
こ
と
。

２
．
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す

る
契
約
単
価
を
見
直
し
、
グ

ル
ー
プ
会
社
社
員
の
賃
金
引

上
げ
に
寄
与
す
る
こ
と
。

３
．
上
記
申
入
れ
に
対
す
る

回
答
期
限
を
、
平
成
29
年
３

月
16
日
ま
で
に
す
る
こ
と
。以

上
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

Ｊ
Ｒ
東
日
本･

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争

（
２
／
28
始
ま
る
）

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は

会
社
の
春
闘
方
針
に
疑
義
を
質
す

２
月
２
８
日
、
本
部
は
、
申
第
４
号
（
２
／
13
）
で
申
し

入
れ
て
い
た
賃
金
引
上
げ
の
要
求
に
つ
い
て
、
第
１
回
目
の

団
体
交
渉
を
行
っ
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
組
合
よ
り
提
案
の
趣
旨
説
明
を
行
う
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
冒
頭
、
会
社
の
２
０
１
７
春
闘
に
対
す
る

考
え
方
を
東
労
組
の
み
に
伝
え
た
こ
と
に
会
社
の
公
正
公
平
、

信
義
誠
実
の
原
則
に
対
す
る
労
使
間
の
取
り
扱
い
に
疑
義
を

質
し
た
。

「
会
社
方
針
」
２
０
１
７
年
ベ
ア
実
施
の
場
合
は

定
額
で
実
施
す
る
方
向
性
を
東
労
組
の
み
に
伝
え

た
こ
と
は
、
重
大
な
信
義
違
反
！

中
央
本
部
は
２
月
24
日
、

都
内
に
於
い
て
関
係
者
３
５

名
が
集
い
春
闘
集
会
を
開
催

し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
政
所
政
策

部
長
が
出
席
し
、
春
闘
や
民

主
化
闘
争
、
取
り
巻
く
諸
情

勢
等
に
関
す
る
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
か
わ
い
た
か
の
り

参
議
院
議
員
が
連
帯
の
挨
拶

に
駆
け
付
け
た
。

菅
野
中
央
執
行
委
員
長
は
、

本
春
闘
、
安
全
の
確
立
、
民

主
化
闘
争
、
組
織
拡
大
等
に

つ
い
て
、
全
力
で
行
動
し
て

い
こ
う
と
力
強
く
訴
え
た
。

決
意
表
明
は
、
神
田
新
潟

地
本
執
行
委
員
長
、
添
田
仙

台
地
本
事
務
局
長
、
中
村
関

東
地
協
常
任
委
員
が
行
っ
た
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
は
、
飯
野

中
央
本
部
執
行
副
委
員
長
が

読
み
上
げ
て
提
起
し
た
。

２
０
１
７
春
闘
勝
利
・
組
織
拡
大
総
決
起
集
会



〈
羽
越
本
線
脱
線
事
故
〉

昨
年
12
月
17
日
、
新
潟
地

本
で
は
執
行
委
員
長
以
下
８

名
で
『
羽
越
本
線
脱
線
事
故
』

の
現
場
慰
霊
碑
へ
献
花
に
赴

き
ま
し
た
。
当
日
は
曇
り
で

し
た
が
風
が
強
く
、
慰
霊
碑

へ
向
か
う
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

が
少
し
あ
お
ら
れ
少
な
か
ら

ず
怖
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
執

行
委
員
長
の
慰
霊
碑
へ
の
献

花
の
の
ち
全
員
で
手
を
合
わ

せ
、
自
ら
の
仕
事
の
責
任
の

重
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
安
全
に
対
す
る
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

〈
飯
山
線・

大
根
原
踏
切
事
故
〉

２
月
10
日
、
新
潟
地
本
設

備
部
会
で
は
飯
山
線
・
森
宮

野
原
～
足
滝
間
の
大
根
原
踏

切
事
故
現
場
へ
献
花
に
参
り

ま
し
た
。
設
備
を
保
守
す
る

者
は
、
安
全
で
安
心
な
鉄
道

を
お
客
様
に
お
届
け
す
る
と

と
も
に
、
そ
こ
に
働
く
者
の

安
全
も
確
保
す
る
と
い
う
使

命
が
あ
り
ま
す
。
二
度
と
同

じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
に
誓
い
な
が
ら
、
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
設

備
部
会
は
、
安
全
に
対
す
る

気
持
ち
を
新
た
に
仕
事
に
取

り
組
む
よ
う
、
毎
年
お
参
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

新
潟
地
本
第
３
回

定
期
地
方
委
員
会

新
潟
地
本
は
２
月
25
日
、

市
立
中
央
図
書
館
『
ほ
ん
ぽ
ー

と
』
に
お
い
て
第
３
回
地
本

委
員
会
を
開
催
し
た
。

議
長
は
新
潟
支
部
の
江
口

委
員
が
選
出
さ
れ
た
。

神
田
執
行
委
員
長
は
、

「
我
々
は
愚
直
に
ル
ー
ル
を

守
り
仕
事
し
、
理
に
か
な
っ

た
配
分
を
求
め
て
い
く
」

「
自
身
も
同
意
し
た
施
策
に

対
し
、
ス
ト
権
を
背
景
に
交

渉
す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ

る
」
「
組
合
員
の
課
題
は
明

確
で
あ
る
。
勝
負
の
年
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴

え
た
。

仙
台
地
本
第
３
回

定
期
地
方
委
員
会

仙
台
地
本
は
２
月
20
日
、

仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
レ
オ
パ

レ
ス
仙
台
に
お
い
て
第
３
回

地
本
委
員
会
を
開
催
し
た
。

議
長
は
宮
城
県
分
会
の
品

川
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。

水
間
執
行
委
員
長
は
、
私

た
ち
の
第
一
の
出
発
点
で
あ

る
「
国
鉄
倒
産
」
の
歴
史
を

紐
解
く
と
と
も
に
、
新
会
社

発
足
の
原
点
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
お
客
さ
ま
第
一
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
高
い

期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
併
せ
て
、
２

０
１
７
春
季
生
活
改
善
闘
争
、

民
主
闘
争
と
組
織
拡
大
、
安

全
の
確
立
、
仙
台
駅
の
出
札

委
託
問
題
等
に
つ
い
て
訴
え

た
。

匠
・
紹
介

相
田
さ
ん
の
人
柄
や
写
真

愛
好
家
と
し
て
は
ま
り
込
ん

だ
経
緯
、
ま
た
は
、
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
で
の
各
受
賞
と

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
是
非
、
前
向
き

に
一
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、
相

田
さ
ん
は
、
写
真

（
作
品
）
の
中
に

あ
る
物
語
を
如
何

に
し
て
引
き
出
す

の
か
を
自
問
自
答

し
な
が
ら
写
真
の

魅
力
や
写
真
の
持
っ

て
い
る
力
を
多
く

の
方
に
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
暗
中

模
索
し
な
が
ら
色
々

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
に
無
理
を
し

な
い
範
囲
で
応
募

を
続
け
て
い
ま
す
。
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新
潟
地
本
か
ら
安
全
へ
の
誓
い

新
潟
地
本
第
３
回
地
方
委
員
会

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め

一
瞬
の
表
情
を
切
り
撮
る

趣
味
の
域
を
超
え
る
写
真
愛
好
家
、
仙
台
地
本
の
相
田
勝

仁
さ
ん
が
Ｊ
Ｒ
連
合
の
機
関
誌
「
て
る
み
に
」
NO
・
40
の

「
匠
」
の
欄
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

関
東
地
協

定
期
委
員
会

関
東
地
協
は
２
月
25
日
、

本
部
会
議
室
に
於
い
て
地
協

定
期
委
員
会
を
開
催
し
た
。

議
長
は
大
和
田
委
員
が
選

出
さ
れ
た
。

秋
山
地
協
議
長
は
、
「
安

全
、
２
０
１
７
春
闘
、
民
主

化
闘
争
、
組
織
拡
大
に
つ
い

て
全
組
合
員
が
一
致
団
結
し

て
行
動
し
て
い
こ
う
と
訴
え

た
。

題名：前進


